





















Current State of Burden on Parents Spending for Hospitalized Children 
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軽減に繋がると考えられる．また，小児に対する
インフォームド・アセントは発達段階に応じた方
法で説明をし，理解を促すことで間接的にも親の
安心感を与え負担の軽減となると考えられる．
７）【子どもの病気に対する不安】
　病気を抱え入院する子どもを持つ家族の反応と
して（筒井，2016）は，驚き，自責・後悔，怒り，
将来への漠然とした不安，親役割の葛藤があると
先行研究で述べられている．本研究結果において
も，子どもの病気や今後について不安や戸惑いが
生じており，やはり看護職者として説明をより明
確に，理解しやすいように行うことが必要と考え
る．また，子どもが病気になったのは自分のせい
だと考える自責の念は，親の頑張りを認めること
や，話を傾聴する機会を増やすことで親の自信と
なり，不安が軽減し負担の軽減につながると考える．
８）【医療従事者への不満や希望】
　ケアを受ける子どもの親の体験として，子ども
の身に何が起こるのかなどのケアに対する思い
や，子どものケアの様子などの子どもに対する気
持ち，ケアが与える子どもの生活に対する気がか
りなど予測できないことに対して負担が大きい（筒
井，2005）といわれている．この状況に対し，ヴァ
―ノン（Vanon，1970）は，小児と親に正確な知識
を与えること，小児または親の情緒表現を助ける
こと，医療従事者と子どもおよび親との信頼関係
を築くことが，入院した子どもと親に対する心理
的準備として重要と述べている．
　子どもと親が治療や看護にしっかりと理解して
自主的に選択・同意・拒否できるように，医療者
は患者に対して医療行為に関する十分な説明と問
診を行う必要があり，子どもと親に対する積極的
なコミュニケーションが必要だと考えられる．医
師と協力して治療処置，検査に対する適切な情報
を提供するだけではなく，家族の考えや思いの表
出を助け，それを聴く機会作りや理解不足がある
場合は補足の説明を行うことで，理解を深めるこ
とができるように関わる必要があると考える．ま
た，負担が大きい親の状況に対し，子どもと親に
正確な知識を与えられるように，医療従事者間の
言語統一も重要である．さらには，他の専門職者
での連携を図り，医療チームとして家族を支える
ことができるように調整をする役割なども看護職
者に求められると考える．
９）【経済的な負担】
　入院を経験した小児と家族を対象とする調査（濱
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